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編集委員会（50音順） （2024年3月現在）

岡内（外来）、岡野（副病院長）、木内（検査）、小坂（薬剤）、近藤（医事・医療支援）、圖子（管理）、田中（病棟）、筒井（経営企画）、
森（看護）、門田（放射線）、横井（医療情報）、渡邊（総務） 〔委員長 門脇病院長〕

進行肺がんの最新治療

DMATの活動について（予定）

腎がんの最新治療について（予定）

詳しくはこちら
ケーブルTVで放送中

スキルスラボセンターの開設のご案内
香川大学医学部附属病院　スキルスラボセンター　センター長　光家　努

６月のテーマ

７月のテーマ

８月のテーマ

時 間 場 所 名称及び内容 担 当 連絡先

8:30～18:30
サンポート高松
かがわ国際会議場

日本Acute Care Surgery 学会 学術集会
https://www.kwcs.jp/16jsacs/

9/27 金

9/28 土
消化器外科

月 日

イベントカレンダー 予定表

“患者さんに優しい消化器の最新医療をとどける”
香川大学医学部附属病院　消化器内科　診療科長　小原 英幹

　令和6年4月から消化器内科 診療科長を担当します小原 英幹です。
　「心のこもった確かな技術（卓越したアート）で、治す」を理念とし、良質・安
全・高度な医療を地域に提供することに努めています。
　当科では、消化管・肝臓・胆膵の3つの分野を担当し、増えつつある大腸が
ん、膵臓がんの早期発見・内視鏡治療を中心に注力しております。また、肝臓
がん治療の集約拠点として数多くの内科的治療を行っております。
　なかでも、患者さんに優しい高度医療機器を扱う「低侵襲内視鏡治療外
来」を開設し、早期消化管がんに対する内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）や
穿孔・難治性瘻孔閉鎖術は、県内外から数多くの紹介を受け、当科の特色と
なっております。

　また、時代のニーズに合った特殊専門外来（便秘専門外来、炎症性腸疾患外来、女性内視鏡外来）を新たに
設置し、対応疾患の幅を拡げています。
　皆様に“選ばれる診療科”を目指し、地域の医療を支えて参ります。

　当センターは実際の臨床現場を想定したシミュレーション教育訓練
施設です。一例として救急患者シミュレーター、内視鏡手術シミュレー
ターや手術支援ロボットトレーナーなど多くの高度医療機器を整備し
ております。安心で安全な医療が提供できる実践的な技術、知識を身
につけるため医学部学生や附属病院職員はもとより県内の医療関係
者を対象とした訓練を行い、常に最前線で活躍できる医療人材の育成
を目指します。また中学生や高校生などを対象とした体験セミナーも
企画・運営しています。
　スキルアップ実現のため、ぜひお気軽にお立ち寄りください。

地域医療に貢献を
香川大学医学部附属病院　総合診療科　診療科長　総合地域医療連携センター長　市来 智子

　４月１日付で総合診療科長、総合地域医療連携センター長に就任しました。
香川医科大学を卒業したあと、鹿児島・アメリカ・栃木・千葉・札幌・滋賀と各地
の地域医療と教育を経験しながら、約25年ぶりに香川に戻って参りました。
変わらない良さ、発展し便利になった良さ、他の地を知るからこその香川の良さ
を実感しております。
　診療においては地域の先生方の窓口となりながら、教育では地域マインド
を持つ若手医師の育成に努め、地域に貢献できる総合診療医を輩出していく
のが責務だと思っております。総合内科から総合診療科へと科名が変更とな
り、まだ科としては立ち上げの段階であり、皆様のご期待に十分に沿えない部

分もあるかと思います。地域の皆様に貢献できる医療を構築することを信念に持ちこの科を育てていきます
ので、どうぞ皆々様の暖かいご支援とご協力を心よりお願い申し上げます。

令和６年度　新研修医をよろしくお願いいたします！
香川大学医学部附属病院　卒後臨床研修センター

　令和6年度に採用されました看護職員53名です。2週間のオリエンテーションを終え、4月15日から部署配属となりました。毎日
緊張しながらも、先輩看護師の指導を受け頑張っています。患者様より「看護師さん」と呼ばれる嬉しさと共に、責任の重さを感じ
つつ、専門職としての自覚を持ち成長していきたいと思います。皆様、ご指導の程どうぞよろしくお願いいたします。

令和6年度新採用看護職員
香川大学医学部附属病院　看護部

ります。つきましては、皆様方には研修医育成へのご理解とご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

　今春、医科１７名・歯科４名の新研修医を本院に迎えま
した。多職種スタッフのご協力の下、５日間のオリエンテー
ションでは、医療安全をはじめ、医療倫理、メンタルヘル
ス・医療保険制度・働き方等に関する講義を受講し、また
採血等の実習にも積極的に取り組んでいました。
　臨床研修において、厚生労働省が到達目標としている
医師としてのプロフェッショナリズムとは、社会的使命と
公衆衛生への寄与、利他的な態度、人間性の尊重、自らを
高める姿勢です。新研修医達は、これらの修得を目指し
不安と緊張感を感じながらも、各病棟・診療科での研修を
スタートしています。
　現代の社会ニーズを踏まえ、地域社会に必要とされる
医師育成に繋がることを使命として、引き続き努めてまい

（087）891-2438

Olive News
患者さんの権利を尊重し、良質・安全な医療を提供するとともに、医学の教育・研究を推進し、医療の発展に寄与します。基本理念
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令和6年4月から、教育担当の副看護部長を拝命致しま

した。看護師は患者さんの病状の理解から診療の補助、

症状をコントロールできる支援など様々な能力が求められ

ています。また、患者さんが自分らしさを失わず、家庭や

地域、社会に復帰し生活していくために、院内外において

様々な職種と連携し調整する重要な役割も担っておりま

す。当院の看護師が、多職種と連携し、生きいきと患者さん

の支援に取り組み、看護師もまた、自分らしく看護を楽しん

でもらえるように、教育担当副看護部長として尽力していき

たいと思います。

この度、特定行為研修センター師長に就任いたしました、前田奈緒美です。

当センターでは、特定行為研修の企画・運営と、安全に特定行為を実践でき

るように院内体制の整備を行っています。

私自身も研修修了者として、院内で小児の胃瘻カテーテル交換を特定行為と

して実践しています。特定行為をより多くの人に認知してもらい、医療の安全性

および質の向上、チーム医療およびタスクシフティングの推進、医療従事者の

長時間労働の削減に貢献できるように、尽力していきたいと思います。

皆様、どうぞよろしくお願いします。

新任挨拶
香川大学医学部附属病院　看護部　看護師長　前田 奈緒美

看護を楽しむ
香川大学医学部附属病院　看護部　副看護部長　納田 広美

令和6年4月から、副看護部長を拝命致しました角田光

代です。看護の道を歩み始めてから、30余年となりまし

た。さまざまな部署を経験するごとに、新たな出会いと

チャレンジする楽しみ、人の持つ力のすばらしさを感じる

ことのできる日々でした。医療を取り巻く環境は、日々変化

しております。そのなかで、私が心がけていることは、看護

に精一杯向き合うことです。患者様とそのご家族、仲間で

ある看護職員に真摯に向き合っていくことが、信頼される

看護につながると思っています。より良い看護を提供で

きるよう看護スタッフを支援して参りたいと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

新任挨拶
香川大学医学部附属病院　看護部　副看護部長　角田 光代

　東病棟3階の看護師長を拝命した、合田幸伸です。

　当病棟は泌尿器・副腎・腎移植外科、腎臓内科、血液浄化療法室、放射線

診断科があり、手術や血液透析、放射線治療を担当しています。

　また、病棟と外来、血液浄化療法室をユニット化しており、外来から入院、

治療から社会復帰まで、一人ひとりに寄り添った看護を提供しています。

　新人の頃より慣れ親しみ、看護の基礎を学ばせていただいた部署に、新人の

看護師長として参りました。

　不安や重圧も感じますが、患者さんとご家族、スタッフと病院に貢献できるように頑張ります。

新任挨拶
香川大学医学部附属病院　看護部　看護師長　合田 幸伸

　このたび、東病棟4階の看護師長を拝命いたしました、川上佐紀子です。周り

の先輩方やスタッフの皆様の力を借りながら日々奮闘しております。整形外科

病棟は、活気があり明るい病棟です。患者さん自身も、自宅退院や社会復帰に

向けてリハビリに励んでおられ、その姿に元気とやる気をいただいております。

看護職に携わり、たくさんの方々と出会うなか、様々な価値観を受け入れ、その

人がその人らしく過ごせる環境の提供を心がけてきました。その思いと新たな

使命感を胸に、役割遂行できるよう精進してまいります。よろしくお願いいたします。

新たなる使命感
香川大学医学部附属病院　看護部　看護師長　川上 佐紀子

　このたび、東病棟6階の看護師長を拝命いたしました、蓮井早苗です。東病

棟6階は、眼科、皮膚科、整形外科の病棟です。高齢患者が多く、眼科は短い入

院期間の中でのケアや指導、皮膚科は退院後の生活も見据えた生活サポート

体制の構築、整形外科は膝手術後のリハビリサポートを行っています。スタッ

フが明るく安心して看護が行え、それが患者さんの満足につながるように、

微力ながらサポートできればと考えています。不慣れなことも多く、ご迷惑を

おかけすると思いますが、皆様のお力添えを頂きながら看護師長として勤めて

まいります。今後とも、ご支援いただきますようよろしくお願いいたします。

新任のごあいさつ
香川大学医学部附属病院　看護部　看護師長　蓮井 早苗

　このたび東病棟7階の看護師長を拝命致しました長尾弘美です。東病棟7

階は耳鼻咽喉科・頭頸部外科、形成外科・美容外科、歯・顎・口腔外科の3診療

科のある混合病棟です。看護師は呼吸、咀嚼・嚥下、味覚、会話、ボディイメージ

など、生きる上での重要な役割機能の変容に対峙する患者さんに寄り添い、

安全・安心な療養環境を提供する必要があります。患者さんの思いを傾聴し、

「笑顔」と「やさしさ」のあふれるあたたかな病棟を目指しスタッフとともに取り

組んでいきたいと思います。今後ともご支援いただきますようよろしくお願い

申し上げます。

新任のごあいさつ
香川大学医学部附属病院　看護部　看護師長　長尾 弘美
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編集委員会（50音順） （2024年3月現在）

岡内（外来）、岡野（副病院長）、木内（検査）、小坂（薬剤）、近藤（医事・医療支援）、圖子（管理）、田中（病棟）、筒井（経営企画）、
森（看護）、門田（放射線）、横井（医療情報）、渡邊（総務） 〔委員長 門脇病院長〕

進行肺がんの最新治療

DMATの活動について（予定）

腎がんの最新治療について（予定）

詳しくはこちら
ケーブルTVで放送中

スキルスラボセンターの開設のご案内
香川大学医学部附属病院　スキルスラボセンター　センター長　光家　努

６月のテーマ

７月のテーマ

８月のテーマ

時 間 場 所 名称及び内容 担 当 連絡先

8:30～18:30
サンポート高松
かがわ国際会議場

日本Acute Care Surgery 学会 学術集会
https://www.kwcs.jp/16jsacs/

9/27 金

9/28 土
消化器外科

月 日

イベントカレンダー 予定表

“患者さんに優しい消化器の最新医療をとどける”
香川大学医学部附属病院　消化器内科　診療科長　小原 英幹

　令和6年4月から消化器内科 診療科長を担当します小原 英幹です。
　「心のこもった確かな技術（卓越したアート）で、治す」を理念とし、良質・安
全・高度な医療を地域に提供することに努めています。
　当科では、消化管・肝臓・胆膵の3つの分野を担当し、増えつつある大腸が
ん、膵臓がんの早期発見・内視鏡治療を中心に注力しております。また、肝臓
がん治療の集約拠点として数多くの内科的治療を行っております。
　なかでも、患者さんに優しい高度医療機器を扱う「低侵襲内視鏡治療外
来」を開設し、早期消化管がんに対する内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）や
穿孔・難治性瘻孔閉鎖術は、県内外から数多くの紹介を受け、当科の特色と
なっております。

　また、時代のニーズに合った特殊専門外来（便秘専門外来、炎症性腸疾患外来、女性内視鏡外来）を新たに
設置し、対応疾患の幅を拡げています。
　皆様に“選ばれる診療科”を目指し、地域の医療を支えて参ります。

　当センターは実際の臨床現場を想定したシミュレーション教育訓練
施設です。一例として救急患者シミュレーター、内視鏡手術シミュレー
ターや手術支援ロボットトレーナーなど多くの高度医療機器を整備し
ております。安心で安全な医療が提供できる実践的な技術、知識を身
につけるため医学部学生や附属病院職員はもとより県内の医療関係
者を対象とした訓練を行い、常に最前線で活躍できる医療人材の育成
を目指します。また中学生や高校生などを対象とした体験セミナーも
企画・運営しています。
　スキルアップ実現のため、ぜひお気軽にお立ち寄りください。

地域医療に貢献を
香川大学医学部附属病院　総合診療科　診療科長　総合地域医療連携センター長　市来 智子

　４月１日付で総合診療科長、総合地域医療連携センター長に就任しました。
香川医科大学を卒業したあと、鹿児島・アメリカ・栃木・千葉・札幌・滋賀と各地
の地域医療と教育を経験しながら、約25年ぶりに香川に戻って参りました。
変わらない良さ、発展し便利になった良さ、他の地を知るからこその香川の良さ
を実感しております。
　診療においては地域の先生方の窓口となりながら、教育では地域マインド
を持つ若手医師の育成に努め、地域に貢献できる総合診療医を輩出していく
のが責務だと思っております。総合内科から総合診療科へと科名が変更とな
り、まだ科としては立ち上げの段階であり、皆様のご期待に十分に沿えない部

分もあるかと思います。地域の皆様に貢献できる医療を構築することを信念に持ちこの科を育てていきます
ので、どうぞ皆々様の暖かいご支援とご協力を心よりお願い申し上げます。

令和６年度　新研修医をよろしくお願いいたします！
香川大学医学部附属病院　卒後臨床研修センター

　令和6年度に採用されました看護職員53名です。2週間のオリエンテーションを終え、4月15日から部署配属となりました。毎日
緊張しながらも、先輩看護師の指導を受け頑張っています。患者様より「看護師さん」と呼ばれる嬉しさと共に、責任の重さを感じ
つつ、専門職としての自覚を持ち成長していきたいと思います。皆様、ご指導の程どうぞよろしくお願いいたします。

令和6年度新採用看護職員
香川大学医学部附属病院　看護部

ります。つきましては、皆様方には研修医育成へのご理解とご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

　今春、医科１７名・歯科４名の新研修医を本院に迎えま
した。多職種スタッフのご協力の下、５日間のオリエンテー
ションでは、医療安全をはじめ、医療倫理、メンタルヘル
ス・医療保険制度・働き方等に関する講義を受講し、また
採血等の実習にも積極的に取り組んでいました。
　臨床研修において、厚生労働省が到達目標としている
医師としてのプロフェッショナリズムとは、社会的使命と
公衆衛生への寄与、利他的な態度、人間性の尊重、自らを
高める姿勢です。新研修医達は、これらの修得を目指し
不安と緊張感を感じながらも、各病棟・診療科での研修を
スタートしています。
　現代の社会ニーズを踏まえ、地域社会に必要とされる
医師育成に繋がることを使命として、引き続き努めてまい

（087）891-2438
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患者さんの権利を尊重し、良質・安全な医療を提供するとともに、医学の教育・研究を推進し、医療の発展に寄与します。基本理念
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